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第５章 計画策定の手順

この章では、市町村の地域福祉計画づくりの手引き（マニュアル）となるように計画策
定の流れと作業手順の参考例を記載しています。

具体的には、市町村それぞれの実情に応じた作業手順を組み立てます。

１ 計画策定の流れ

（１）準備

①計画の目的、位置づけを決めます。
②住民参加の方法を決め、意識啓発を図ります。
③計画の策定体制を決めます。

次頁以降で作

業手順を説明

（２）策定

④地域の現状、福祉ニーズ等を把握します。
⑤計画で取り組む課題を検討します。
⑥目標を設定します。
⑦目標達成のための取り組みを考えます。
⑧評価・見直しの方法を決めます。
⑨計画をまとめ、公表します。

（３）実行

地域住民、民生児童委員、ボランティア・ＮＰＯ、社会福祉事業者、市
町村行政等は、互いに協力し、目標達成のための活動を行います。

（４）評価・見直し

①一定期間ごとに進捗具合を把握し、計画目標の達成度を評価します。
評価の体制や方法を計画に盛り込んでおくことが大切です。

②計画の期間に合わせて、内容を見直します。
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２ 策定作業の手順

《手順１》 計画の目的、位置づけを決めます。

次の事項を明らかにします。
①計画の目的やねらい

「何のために地域福祉を推進するのか、地域福祉計画でどのような地域社会を目指
すのか」といった計画の目的やねらいを明確にしておく必要があります。

住民等の参加が計画策定に求められているため、目的やねらいが住民等に十分に認
識されることが大切です。

②計画の役割・位置づけ
市町村の基本構想、個別の福祉計画との関係について、考え方を明らかにします。

また、社会福祉協議会が中心となって策定される地域福祉活動計画との連携・調整の
方向性を整理しておくことが望まれます。

③計画の策定体制
計画の策定組織、行政内部の策定作業体制、住民参加の実現方策など、計画づくり

で重要な体制を決めます。
④計画策定のあらましスケジュール

計画策定委員会の回数、地域の現状・ニーズの把握、目標の検討などの期間を考え
て、だいたいの全体スケジュールを立てます。

１年間で策定するのか、２年かけてつくるか、あるいは３年以上を予定するのか、
策定期間を決めます。

《手順２》 住民等の主体的参加を促します。

計画づくりには、住民等の参加が欠かせません。地域で暮らす多くの住民が福祉に関
心を持ち、福祉活動に主体的に参加することができるようすることが重要です。このた
め、例えば、次のような取り組みを行います。
①情報の提供

広報誌、インターネット、CATVなどにより、福祉活動の推進や地域福祉計画づく
りに関する情報を提供します。

②福祉サービスの学習会
地域で利用できる福祉サービスは、誰が提供し、利用申込みはどこにすればよいか

など、公的サービスを中心に、その内容や手続きの学習できる機会を作ります。
③講演会などイベントの開催

福祉に関する講演会などにより、地域住民全体の意識啓発を図ります。
④住民説明会などの開催

地域単位で地域福祉計画についての説明会を行い、計画づくりへの住民等の参加を
呼びかけます。

《手順３》 策定体制を整備します。

第４章 住民参加による計画策定 を参考に、策定体制を整備します。
①行政内部の策定体制を立ち上げます。
②計画の策定組織（計画策定委員会など）を設置します。
③地域の福祉ニーズ等を把握するための実施方法（住民座談会、ワークショップなど）

を決めて、準備をします。
④策定作業の具体的なスケジュールを立てます。



- 14 -

《 》 、 。手順４ 地域の現状・ニーズ等を把握し 整理します

①地域の特性、行政の施策・事業の現状をまとめます。
②地域で取り組まれている福祉活動（団体や個人の活動）や福祉施設などの状況を調べ

ます。
③住民座談会などにより地域の福祉課題、住民ニーズを把握します。

ア 住民等が参加しやすい地域単位で座談会を開き、困りごとや生活上の問題につい
ての意見交換し、地域の課題を把握します。

イ 検討テーマを設けてグループ討議で参加者が相互に理解しながら、意見を集約す
るワークショップの手法で課題を掘り起こすことも有効な取り組みです。

ウ また、座談会、ワークショップに参加しない住民の意見等を聞くため、アンケー
ト調査を行うことも有効です。

④調査、状況把握で収集した情報を整理します。

《 》 。手順５ 計画で取り組む課題・方向性を検討します

、 。①前手順で整理した情報を分析し 地域福祉計画で取り組む課題・方向性を検討します
②方向性の検討では、例えば、次のような取り組みの項目を設けて課題を整理し、これ

から目指す方向を明らかにします。
（参考例）

◎福祉サービスの情報提供
◎福祉に関する総合的な相談窓口の設置
◎利用者本位のサービス提供
◎住民参加の福祉活動の推進
◎ボランティア・ＮＰＯなどの活動に対する支援
◎行政と民間の協働による福祉サービスの提供
◎福祉サービス従事者の質の向上 など

《手順６》 目標を設定します。

①前手順での方向性を基に課題に対応した福祉サービスの内容を検討し、目標を決めま
す。

②目標は達成状況を住民等に示すため具体的なもので、できるだけ数値化されたものが
望まれます。また、サービス利用者の満足度を目標に掲げる手法も考えられます。
（参考例）

◎福祉サービスの情報提供の回数 広報紙；年○回、ホームページ更新；月○回
◎福祉サービスの総合相談窓口の設置 ○カ所
◎ふれあいいきいきサロンの利用者数 年間○○○人
◎地域福祉に関する座談会の開催 年○回
◎ボランティア講座の開催 年○回（受講者年間○○○人）
◎地域福祉の推進リーダー養成数 年間○○人
◎ボランティア・ＮＰＯ活動の拠点 ○カ所
◎福祉サービス利用援助（地域福祉権利擁護事業）の利用者数 年間○○人
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《 》 。手順７ 目標を達成するための取り組みを考えます

①目標を達成するための取り組みや仕組みづくりを考えます。
②地域の資源（人、もの、情報）を利用した具体的な実現方策をまとめます。

（参考例）
◎福祉サービスの情報提供体制の整備に関する取り組み
◎福祉サービスの総合相談体制の整備に関する取り組み
◎福祉サービスの苦情処理の対応に関する取り組み
◎福祉サービス提供者間のネットワークづくりに関する取り組み
◎地域福祉活動への住民参加の促進に関する取り組み
◎地域福祉を推進する人材の養成に関する取り組み
◎ボランティア・ＮＰＯへの支援に関する取り組み
◎地域福祉活動の拠点整備に関する取り組み

《 》 。手順８ 達成度評価の方法を決めます

①手順６でまとめた目標の達成度を評価する手法を決めておきます。
例えば、計画策定委員会を引き続き「計画評価委員会」として継続する、地域住民

向けアンケートで毎年満足度を調べる、などの方法を計画に盛り込んでおきます。

《手順９》 計画をまとめ、公開します。

①ここまでの作業で整理した内容を計画案にまとめます。
②パブリックコメント、公聴会などにより住民等の意見を聞き、最終的に計画を決定し

ます。
③計画を策定したら、広報誌、ホームぺージ掲載などで広く住民等に知らせます。

計画概要版を各家庭に配布する方法も考えられます。


